
   

第５回定例会で質問  

                      
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎緊急輸送路沿いの建築物耐震化急げ！！ 

川崎市政の震災対策や防災対策の計画の見直しが急ピッチで進められていま
す。現場の声や被災地の経験が十分活かされるよう見守っていきます。 
今回は、緊急輸送路の確保策としての特定建築物の耐震化促進、そして生徒間暴

力への取り組み等を質問しました。どちらも対応の遅れが市民生活に大きく影響す
る課題です。今後も皆様の安全・安心のため働いてまいります。 
 

 

◎生徒間暴力防げ！！ 

◎緊急輸送路沿いの建築物耐震化急げ！！ 
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中学校暴力認知件数年間３９６件！！ 

震災時など緊急自動車が通行する緊急輸送路

が指定されています。地震による建物の倒壊でこ
の緊急輸送路が瓦礫などでふさがれないよう沿
道特定建築物の耐震対策が喫緊の課題となってい
ます。 
平成２７年度の耐震化率９０％の目標を掲げて、中

間年として実態調査がようやく始まりました。約２０
０棟の耐震改修が必要ですが、毎年耐震診断助成
が年間３件、改修が１件程度の進捗率ではとても追
いつきません。早急な調査と助成制度の改善を求
めました。 
さらに対象者への助成制度の広報と改修の必要

性の周知徹底を図るよう求めています。 

市内中学校で認知されている生徒間暴力が昨年度で３９

６件もあることが明らかになりました。 

市内では１年半前に、いじめを苦にした中学３年生の自殺

事件も発生していることから、日頃からの教師による情報共

有や生徒からの相談体制の充実と迅速な対応を求めまし

た。 

さらに被害者のみならず加害者の家族や本人への心の

ケアの重要性を訴えながら、新設された区教育担当との連

携やスクールカウンセラーなどへの相談が身近にできるよ

う質しました。 

市長は｢教師と児童生徒や保護者との信頼関係の構築が

重要である｣と述べ、今後の取り組みを約しました。 

◎東口中央喫煙所の改善図れ！！ 

 

 

川崎駅東口が、きれいに整備されました。広場中央

付近に喫煙所が設置されていますが、通路が狭く奥

の灰皿まで行かずに吸殻が捨てられ、景観上問題で

あることを指摘、改善を求めました。 

清掃回数の増加やマナー向上への取り組みととも

に灰皿設置位置の変更も検討するとの答弁でした。 



                                                                      

  

 

  

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                       

                

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ごあいさつ 

 

介護・住宅・医療など 

Mail to k-numa@numa-k.com 

◎事業者による｢かわさき南部斎苑｣ 

ＨＰの指導強化図れ！！ 

 ボランティア３回目の石巻市被災地支援に参加し、復興支援住宅のみなさまと身近にふれ合

うことができました。まだまだ復興も道半ばであり、継続的な支援の重要性を感じています。現

地では冬に入り積雪もあることから、しばらくの間ボランティアも休止になりますが、瓦礫の受

け入れや職員の派遣など本市でできることをしっかりと支援してまいります。皆様の声を実現

するため一生懸命働いてまいります。 

《更なる救急搬送時間の短縮へ》 

◎平間踏切前のブロックを撤去！！ 

歩行者の障害になっていた車道上のブロ

ックが撤去されました。 

雨降りの日などは、傘をさしての歩行が

車との間隔が無く斜めになったブロックの

上を歩くのは大変危険との地元かたからの

ご意見を頂き、建設センターに撤去依頼を

していた案件です。 

 救急搬送時間の短縮化に取り組んできました。少し

ずつですが改善が図られてきました。新たに聖マリア

ンナ東横病院では２４時間３６５日体制で、年間１０

０人の脳卒中救急患者の受け入れを行っています。 

また、“脳卒中友の会”と連携をとりながら、「脳卒

中基本法」の制定を目指し、血栓溶解療法（t-PA）が

早期に図れるよう取り組んでいます。 

昨年は救急出動数が過去最多で６万件を超えてしま

い、現場到着時間への影響が懸念されます。市民のみ

なさまへは救急車の適正利用をお願いします。 

｢かわさき南部斎苑｣のホームページが、行政によるものと事

業者が開設するものが区別しにくいとの声をいただきました。 

 あたかも行政が葬儀の相談や受付を行っているように葬祭

金額の表記があるものや、逆に相談電話番号だけで事業者の名

前もないページもあります。 

市民が混同して、葬祭業者へ誘導されるようなページづくり

について、事業者に対する指導を求めました。 

 事業者に連絡を取ったところ、連絡不能になっているページ

なども発見され、今後も事業者へ改善を求めていくとの答弁で

した。 

和室や会議室がある職員用厚生施設の市民開放を求めていました。地元町内会などへの説明会も昨年終わり、

いよいよ今年１月４日から地元への貸出しが始まりました。 

周辺地域には大規模な集合住宅もあり、利活用が期待されています。さまざまな会合やグループ活動にご利

用ください。 

 

◎平間配水所内の厚生施設を地域開放へ！！ 
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